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愛知県内の古人骨といえば、約
340体の出土例をもつ吉胡貝塚（渥
美町）が全国的にも有名であり、山
口県の津雲遺跡の資料とともに、
縄文人骨の形質を語る上で欠かせ
ない遺跡である。
ここでは、これまでに県内で出

土した人骨の整理を行うとともに、
計測値による簡単な比較を行って
みた。

・人骨出土遺跡
人骨が出土した遺跡はおよそ33

遺跡である（図１）。時代ごとに見
ると、縄文時代が14遺跡846体、弥
生時代が 6遺跡 25体、古墳時代～
中世が8遺跡164体、江戸時代以降
が5遺跡230体となっている。これ
らの資料のうち吉胡貝塚のものを
除き、身長が推定できる長骨が保
存されていたものは男女あわせて
94体である。また頭蓋骨および顔
面の計測値の得られた成人は、吉
胡貝塚の資料を除いて、男女あわ
せて 32体しかなかった。

・各時期の推定身長
今回用いる計測値は、全て報告

書に記載されていた計測値を使用
し、ピアソン式によって算出した
推定身長である。各時期の推定身
長の男女の平均値を表１に示す。
また、北部九州など他地域の平均
身長と県内の平均身長を図２に示
した。
このグラフから、江戸時代以降

と弥生時代の成人女性の推定身長
が全国の平均値よりもかなり高く
なっていることがわかる。特に弥
生時代のものは 153㎝と大きな値
を示す。この時期の出土人骨には、
朝日遺跡（1992）の方形周溝墓か
ら出土した壮年女性が含まれてい
る（池田　1993）。この人骨の推定
身長が 163㎝と特に大きな値を示

すのであるが、この人骨を除いた
平均値でも151㎝となり、やはり大
きな値になってしまうのである。
また古墳時代～中世の人骨では、
男女ともその平均値は全国平均よ
りも低くなっているが、松崎遺跡
出土の女性の身長が 168.9㎝と突
出して高身長のものも含まれてい
る。また朝日遺跡のように高身長
を示す弥生人骨は、池田（1993）に
よれば大阪府や和歌山県でも出土
していることから、愛知県付近の
古人骨の一つの特徴であるかもし
れない。

・頭蓋骨および顔面の形態
頭蓋骨および顔面の計測値を得

られた資料は、身長を推定した資
料よりも個体数は激減してしまう。
縄文時代の資料では成人男性で４
体、女性で６体。弥生時代では男性
3体、女性5体である。比較的出土
数が多く保存状態の良好なものが
多かった円通寺遺跡（大府市）の資
料においても、男性３体・女性６体
でしかなかった。また、計測値も全
てのものが得られているわけでは
なく、一部の計測値でしか比較検
討ができないのである。
これまで、全国的に比較されて

きた主な計測値は、頭蓋骨の最大
長・最大幅・顔高・頬骨弓幅・眼窩
幅・眼窩高などである。これらの数
値から頭長幅示数や顔示数、眼窩
示数を算出すると、長頭や短頭・低
顔や中顔、高顔などの特徴が現れ
てくるのである。
県内の出土例を見てみると、い

ずれも女性であるが、本刈谷遺跡
の縄文時代晩期の人骨は、身長が
139㎝で中頭・低顔となる。柳ケ坪
遺跡の弥生人骨では、147㎝で長
頭・高顔、法海寺の弥生人骨は147
㎝で短頭・中顔、朝日西遺跡の中世
人骨では145.6㎝の中頭・低顔、鳥

羽城跡の江戸時代人骨は 145.3㎝
の短頭・高顔、円通寺遺跡の江戸時
代末の人骨では150.1㎝の中頭・低
顔となる。168.9㎝と突飛な高身長
を示した松崎遺跡の女性人骨は、
クリーニングの際に頭蓋骨が破損
し計測値は得られていない。また
朝日遺跡の方形周溝墓出土の 163
㎝の人骨についても、頭蓋骨の保
存が悪く計測値は得られていない。
現在弥生時代の人骨は、北部九

州や山口県でみられる”渡来系”と
いわれる高身長・高顔のものと西
北九州でみられる”在来系”といわ
れる低身長・低顔のものと２タイ
プが確認されている。しかし、これ
らのタイプと異なる特徴を持つ人
骨（例えば低身で高顔）も出土して
いるため、弥生人の形質が変異に
富んでいた可能性を指摘する（池
田　1993）声もある。
今後、この地域の保存状態の良

好な人骨の大量出土をまって、こ
の地域の形質の特徴を明らかにし
てゆきたい。
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表1　他地域の平均身長

　成人男性 　成人女性
cm (体数) cm (体数)

愛知 160.2 16 147.3 16

縄文 北部九州 159.2 8 150.5 7

関東 159.1 11 148.1 9

中・後・晩期 159.6 33 149.2 25

愛知 160.9 10 153.6 4

北部九州・山口 162.2 129 151.3 87

弥生 北部九州 162.1 80 151.2 52

北西九州 158.8 16 147.9 8

大友 159.1 15 149.0 2

広田・鳥ノ峯 154.0 14 142.8 10

愛知（古墳～中世） 157.0 20 146.7 20

北九州・山口 162.8 40 150.2 15

南九州 158.3 7 146.8 2

古墳 中国 159.1 14 148.7 8～

近畿 160.8 17 150.2 4

中世 関東・東北 162.8 28 149.7 9
吉母浜 158.3 18 146.5 22

材木座 159.1 10 146.9 3

愛知 156.4 2 150.1 6

江戸 天福寺 160.8 24 146.5 20
深川 162.1 95 146.4 45
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